










Educational Thoughts in Hegel' s Philosophy 




私はかつて同じ表題の論文において， Ee ge lの教育思想についてのべた。彼の哲学は，
鶏証法的運動において豊かな内容を創出しつつ，自己の完全な実現に達する 「精神」の哲

























( Substanz）ではとfく主体（Subjekt）である。主体とは， Hegel kよれば，自己自身
を否定して自己にとっての他者（Anderssei且）となり，この他者をふたたび否定するこ
とによ って，内容豊かなものとして自己を取り戻すものである。自己の直接的， 孤立的存
在を否定して他者となるというのは， 自己を客観化し，対象イじする ζとに外な らない。そ
して ζの対象を自己自身として把握するζ とは，自己と対象の対立を止揚すること，すな
わち対象の仮象的な独立性を否定するこ とによって，より高い統一へと進ひ ζ とである。
「精神とは，それにとって他者すなわち対象と なり ながら，それでいてこの他的存在を否
定する運動であるJ。精神は，乙のよ うな自 己運動をなすも の，否定あるいは媒介によっ
てより 具体的な自己となる ものとして，まさ に主体であると 言われる？
精神の自己運動の目ざすものは伺か。それは抽象的lζ言えば，精神が精神としてその内
に含むすべての可能性を，十分に発現して充実した精神となることである。精神の直接的





( an und fur sich ）精神の現実態 （Wirklichkeit）と なる。到達された 乙の新しい
段階は， 生成した という だけではまた新しい単純な ものである。乙のものも また同じ自己
運動によ って区別を展開し，より 充実した精神の段階へと形成される。精神の運動はこの
ようにして，自己の内に含まれる可能性が現実化し，より 高い精神へ形成される プロセ ス
であ ると言う ζ とができる。 Hegel によれば， 精神の本性は， 物質の根本的規定が重さで
あるように， 自由である。精神が，精神として展開する とい うのは，より自由な精神とし
て展開する ζ と意味している。自由のよ り充実した形態へと自己を実現することが，精神
の運動が固ます ものだとい うことができる。③
否定あるいは媒介によ って自己形成する精神の ζの運動は，嬬証法的運動（die dial-


























































人間形成の助成的な活動であると いうことができる。 He gel哲学の基本的性格その ものが，
教育の把握に対して根本的な洞察を与えるものであり， 否それ自身が教育の基礎論の意義
をもつものと言う 乙とができょう。




さま ぎまに解放する乙とが教育であるとする主張 （Rousseau）や，児童が主体と なって
学習が行なわれるべきだという理論（進歩主義 ）などが現われたのであった。ここに教育
は「指導か放任かJということが， 教育学上の基本的な問題として論ぜられるのである？
Hegelの教育思想は， ζのよう な論争を無意味な ものとすると考えられる。 しばしば述































言わねばな らない。いわゆ る悟性的，抽象的な教育の把握であるに過ぎなL、。教育は， 指









在であり， その限りそれは自然的な存在で もある。人聞はかかる ものと して，すなわち自
然的な人間的個体としては，幼年期，青年期，壮年期および老年期と区別される段階を通





に， その事態iζ讃成し， それと一体とな って活動することと なる。壮年の立場である。老
年期は， ζのような経験を通してふたたび客観的世界との対立の無い状態に帰る。ところ
で乙のような個人の発展の過程は，種としての人類が展開して来た過程で もあ る。 個別的




























第二の自然 （本性 ）た らしめる ζ とである。人倫的なものと精神的なものとは別個のもの




人が普遍的，一般的な原則に従って行動する ζ とである。 「私が理性的なもの （合理的な
もの）を意志するとき，私は特殊的個人として行動するのではなく，人倫一般の概念に従
って行動する」守 教養ある人間， 教育ある人間と いうのは，恐意や感情あるいは欲望のま
まに動く人間ではなく， 客観的，一般的な原則に基いて行動する普遍的（社会的 ）個人で
ある。このように して 「人倫的なものJ，これがHegelの教育思想における中心的な概念
であるという ζ とができ る。 人倫的とは向か，人倫的たらしめるとは何か，も うす ζ し
Hegelの思想に立ち入って見る乙とが必要である。













これは精神が，より自由なものとして実存し活動するものとして，自 ら作り 出したも ので
ある。それは個人に対しまた個人ぞ越えた存在として，客観的精神と よばれる。
今，客観的精神の展開を，Hegelの論理に従って跡づける余猶はないが，それは法Cdas 
































































































務を怠るのであ り， 子ど もの精神的存在としての進歩を遅ら せる 乙とになる。
家族は，愛を原理とする結合であ り， 感情的生活の形で人倫生活を経験させ，子ど もの
自然性を しつけによっ て矯正しつつ，自由にして独立的人格を形成する。 ζれが家族にお




に， 家族は一つの人倫態であり ，それが目ざすも のは，その成員の自由に して独立的人格












なもの，合理的なものとして真に生命を生かすものである 乙とは， 逆に困難な ζ とである。
⑫ 



















ある。 市民社会 も国家も またそれぞれの原理によ って成立するものであり区別されねばな
らないが，今ここでそれに立ち入ることを止め，これらを成人の社会として一括して，家
族と異った性格を眺めよう。家庭から解放された自立的個人は，その中lと組み入れられる
相互関係のために， 一つのより大き な統一すなわち大社会を形づくる。乙乙では， 個々の
人聞は自己の独立性を主張し，自分だけの目的を追求しているよ うに見える。社会は，
12 梶浦：へーゲルの哲学における教育的思想





















な血の結合である。子ど もは， 乙こでは彼が子ど もであるとい う乙と だけで価値を もっ。
子どもは向ら寄与することとfくして父母の愛情を受ける。・・ζれに反して社会では， 人聞は
自己が為す乙とによ って価値をもっ。すなわち彼が寄与する程度に応じて価値をも つので
ある。愛情から また愛情のために， 人聞が価値ある ものと なる乙 とはほとんど無い。ここ
で価値を もつのは仕事であ って，感情や特別な人間だからではない。社会は， 主観的な も
のから独立する共同社会を形づくるものであり，こ乙では人聞はある一つの領域に対して
の能力や有能さによって価値をもつのである。・・さて学校は，中間領域であって，人聞を





























＠ こに疎外 （Entfremdung）の契機を含んでいる。疎外の概念は， Hegel においては， 理
論的教授を支える中心的条件であることに注意すべきであろう。
(2) 社会生活への実践的導入
学校における教授によ って， 社会生活の実際的な内容を理論的に与えること はできるが，
実践的に社会に導入する乙とはできない。なぜなら学校は中間的領域であり ，現実の社会
とは異なった精神を基礎とするものだからであ る。学校教育のζの面は，学校社会の固有
の成員として，子どもたちを受け入れる ことによ って実現される。学校 も一つの人倫的状
態 （ein besonderer sittlicher Zustand ）一学校はそれに固有な素材と対象，
































性を，一般性， 普遍性l乙高める ものであり ，それが子ども に定着するためには， 勤勉が要
求される。勤勉は， 単lと学校における教授を もう一度繰り返して，それを強く印象させる
というだけでな く，自分の仕事に対する努力の習慣をつけるものである。 それゆえ家庭に
おける子どもの学習は必要であり ，特l乙級友や教師l乙認めら れよ うという感情や学校にお
ける義務を果た して万足すると いう自己感情が強くないときに，父母の協力が必要である
という。 ζの際父母が直接子ども に教授をするのではなく，子ど もが努力し うる条件を整
えることが協力である と， Hegelは考える。また高学年において，子ど もの社交性が発達
し，彼らの関心を引くものが多くなる とき3 道徳的人格の形成と いう点から，学校と家族





































ff. 23 s. Vorrede Geistes. des ② 
③ § 382 philosophischen Wissenschaften. §381, de r 
ff. s. 19 
E bd. Phan omen o 1 o g i e.
s. 81 z us. § 39 6 Enzyklopadie. 
s. 1 7 § 3 81 Ebd. 
??
???





z uロ1Rede S chri ften 1807～ 181 7. Heidelberger und ⑥ 
s. 3 51 SchuljahrabschluB 1811 
Ebd. ⑤ 















s. 75 ff. u. z us. § 396 。
⑫ s. 302 u. z us. Rech ts. § 151 des Phi losophie 
s.165 ff. Bildungstheorie Nico I in ; Hege 1 s Friedhelm ⑬ 
⑪ § 187 Zus. s. 345 Rech ts. des Philosophie 
Ebd. §158 Zus. 307 
Ebd. §173 u. Zus. s. 325～6 





s. 32 7～ 8 §175 Ebd. ⑬ 
Ebd. ＠ 
1811. s.350 Rede ＠ 
＠ 1815. s. 374 Rede 
s. 348 ff. 1811. 




@ Rede 1809. s. 320 ff. 
@ Rede 1810. s. 332 
@ Rede 1811. s. 350 
＠ 拙稿 「学校の役割一家庭教育との関連を求めて」 研究紀要第39号 北海道私学
教育研究協会 昭和51年 この問題についてHegelの見解を若干紹介してい る。
Hegelの著書のぺージ付けは， Suhrkamp VerlagのTheorie Werkausgabe kよ
る。
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